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第２回 岡山県「平成30年７月豪雨」災害検証委員会

１ 危険箇所の把握について



危険箇所の把握について
■水防上特に注意を要する箇所について、現状を把握し、重要水防箇所の選定を行っている。■水防上特に注意を要する箇所について、現状を把握し、重要水防箇所の選定を行っている。

■県管理河川について、河川巡視、堤防点検を実施し、緊急度の高い箇所から浚渫、樹木伐

採、修繕を行い、堤防内部の正常を把握する必要が認められる箇所については、堤防の詳

細調査（地形調査（堤防断面測量）、地質調査）を実施している。

重要水防箇所総括表 平成３０年７月時点 重要水防箇所選定状況重要水防箇所総括表
水系

吉井川 １８４箇所 ５８，１４０ｍ
旭川 ２８６箇所 ８１，２１５ｍ
高梁川 １３０箇所 ４２，２４０ｍ

計

高梁川 １３０箇所 ４２，２４０ｍ
その他の水系 ２１９箇所 ７７，９１０ｍ
海岸 １０箇所 ６００ｍ
合計 ８２９箇所 ２６０，１０５ｍ

堤防点検

合計 ８２９箇所 ２６０，１０５ｍ

河川巡視

区間 頻度 方法

重要水防箇所 業者委託により徒歩

その他区間 職員又は監視員によりバイク等
年１回

頻度 方法

年２回以上 職員又は監視員によりバイク等
その他区間 職員又は監視員によりバイク等



第２回 岡山県「平成30年７月豪雨」災害検証委員会

２ ７月豪雨におけるダムの

事前水位低下による効果検証事前水位低下による効果検証



土木部管理ダムの位置図
［速報版（H30.10.5時点）］
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平成30年7月豪雨における土木部１２ダムの概況

　　 　  ダ ム 名 高　梁　川　水　系 旭　川　水　系 吉　井　川　水　系

千　屋 高瀬川 河　本 三室川 楢　井 湯　原 旭　川 鳴　滝 竹　谷 河 平 津　川 八塔寺川

累 計 雨 量 (mm)
（ ダ ム 地 点 ）

403 419 389 456 334 512 367 324 325 333 516 315

最 大 流 入 量 (m3/s) 373.52 60.68 877.04 121.47 21.59 633.17 2974.36 30.43 8.61 22.61 136.85 147.80

（　　日　　　時） (6日21時40分) (7日7時00分) (6日23時00分) (6日21時20分) (6日21時40分) (7日9時30分) (7日0時30分) (7日0時20分) (6日23時00分) (6日22時10分) (6日23時10分) (7日2時00分)

　　 　  ダ ム 名
実　績

高　梁　川　水　系 旭　川　水　系 吉　井　川　水　系

（　　日　　　時） (6日21時40分) (7日7時00分) (6日23時00分) (6日21時20分) (6日21時40分) (7日9時30分) (7日0時30分) (7日0時20分) (6日23時00分) (6日22時10分) (6日23時10分) (7日2時00分)

最 大 放 流 量 (m3/s) 161.91 40.17 746.82 51.38 12.75 216.61 2412.08 29.70 6.16 12.13 41.98 97.37

（　　日　　　時） (7日11時00分) (7日11時00分) (6日23時20分) (7日8時50分) (7日0時40分) (7日8時20分) (7日0時20分) (6日23時40分) (7日0時30分) (7日1時40分) (7日15時10分) (7日3時50分)

（ ﾋ ﾟ ｰ ｸ ｶ ｯ ﾄ 量 ）
(m3/s)

255.98 20.52 253.02 80.72 12.12 420.89 571.19 0.73 3.00 13.05 102.92 56.73

最 高 貯 水 位 (m) 394.80 479.88 225.21 502.76 337.05 398.58 108.87 309.22 308.69 194.58 375.61 123.95

（　　日　　　時） (7日10時20分) (7日7時00分) (6日23時20分) (7日8時50分) (7日0時40分) (7日19時10分) (7日1時30分) (6日23時40分) (7日0時30分) (7日1時40分) (7日15時10分) (7日3時50分)

洪 水 期 間

5日 18時20分～

5日 19時50分

6日 17時～

5日 17時5分～

6日 4時30分

6日 16時2分～

5日 18時5分～

5日 22時23分

6日 16時21分～

5日 13時54分～

6日 5時

6日 15時42分～

5日 18時40分～

5日 19時50分

6日 18時40分～

6日 19時58分～

7日 2時3分

7日 6時2分～

5日 17時31分～

6日 4時55分

6日 17時40分～

6日 22時～

7日 13時30分

5日 18時25分～

5日 19時49分

6日 18時6分～

5日 17時43分～

6日 0時50分

6日 15時35分～

5日 13時5分～

6日 3時36分

6日 16時14分～

5日 18時40分～

6日 5時

6日 9時30分～6日 17時～

7日 14時28分

6日 16時2分～

7日 11時24分

6日 16時21分～

7日 16時53分

6日 15時42分～

7日 14時38分

6日 18時40分～

7日 12時20分

7日 6時2分～

7日 13時21分

6日 17時40分～

8日 3時12分

6日 18時6分～

7日 10時44分

6日 15時35分～

7日 16時11分

6日 16時14分～

8日 0時56分

6日 9時30分～

7日 19時

放流警報活動の実施状況
○：警報車、サイレン吹鳴

－ ： 警 報 不 要 な 状 況
○ － ○ － － ○ ○ － － － － －

計 画 諸 元

ゲ ー ト の 有 無 5.5×6.35×4 無 12×10.3×2 無 無 5.5×8.2×6 12×9.3×10 無 無 無 無 無

サーチャージ水位 (m) 400.0 490.7 225.0 506.5 338.0 402.0 110.0 313.5 313.9 199.5 383.0 131.0

－ － 218.0 － － 398.5 103.5 － － － － －制 限 水 位 (m) － － 218.0 － － 398.5 103.5 － － － － －

常 時 満 水 位 (m) 385.5 469.7 225.0 492.5 333.8 402.0 110.0 308.4 306.3 189.7 363.5 116.5

洪 水 調 節 容 量 (m3) 12,000,000 3,500,000 5,000,000 3,600,000 200,000 15,500,000 23,000,000 840,000 277,000 481,000 3,500,000 3,870,000

基 本 高 水 流 量 (m3/s) 670 240 1,000 250 25 1,420 4,700 120 32.0 52.0 190 350

計画最大放流量(m3/s) 200 50 625 65 15 600 3,700 40 13.0 19.0 55 150計画最大放流量(m3/s) 200 50 625 65 15 600 3,700 40 13.0 19.0 55 150

洪 水 調 節 開 始 流 量
(m3/s)

100 30 250 25 5 400 650 20 3 4 15 25
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旭川ダム（旭川水系）の概要
流域面積 洪水調節容量 ※

（km2） （千ｍ３）
ダム名 管理者

（km2） （千ｍ３）

旭川ダム 県 1140.0 23,000

湯原ダム 県 255.0 15,500

河本ダム 県 332.6 5,000

苫田ダム 国 217.4 50,000

ダム名 管理者

所在地
左岸 岡山県岡山市北区建部町鶴田

右岸 岡山県加賀郡吉備中央町神瀬

【旭川ダムの特徴】
①当初は、発電目的に建設されたダムであったため、受け

ダムの貯⽔位が低下すると
放流可能な量も減少する

※　洪水期洪水調節容量

右岸 岡山県加賀郡吉備中央町神瀬

河川名 旭川（1級）

目的 F.N.W.P（洪水調節・不特定用水・水道用水・発電）

型式 Ｇ：重力式コンクリートダム

ゲート テンターゲート１０門

流域面積 1,140km2

持つ流域に対して、一般的な多目的ダムとしては洪水調節
容量が少ない。
苫田ダムと比較して、流域は5倍だが洪水調節容量は1/2。
（旭川全流域1,810km2の内、約63％の流域）

②洪水調節用のゲートが堤体上部（101.0m）にあるため、
水位が高くならないとゲートによる放流ができない。

水位低下

流域面積 1,140km2

総貯水容量 57,382千m3

有効貯水容量 51,772千m3

洪水調節方式 一定率一定量

管理開始 1955（昭和30年）

適用法規 河川法

水位が高くならないとゲートによる放流ができない。
（現状では、流入量が増える予測の場合には、事前に発電
放流口から放流し、貯水位を低下させている。）
貯水位が低下し、ゲート敷高に近づくと、ゲートをいくら
開けてもゲートからの放流可能な流量は減少して、流入量
に近づく。

水位低下により水の流れようとする力
（水圧）が弱くなり、放流量がダム操
作に関係なく減少する。

E.L 111.8m 設計洪水位E.L 116.65m

適用法規 河川法

利水者
上水道：岡山市、真庭市、美咲町
発電：岡山県企業局

E.L 110.0m

に近づく。
③ダムの洪水調節効果が、岡山市街地（直轄管理区間）に
も影響を及ぼす。
水位低減の効果が広い範囲に及ぶ。

作に関係なく減少する。

E.L 110.0m 洪水時最高水位

45.0m

E.L   99.5m 発電低水位

Qmax＝ 3,700 m3/s

基本高水流量 （ 4,700 m3/s ）

Q＝（qM-650）×0.75+650

E.L 101.0m

E.L 99.5m

テンターゲート 10門 （Max 7,500m3/s）

発電放流口 （Max 60.0m3/s）

E.L 110.0m

制限水位 E.L 103.5m

洪水調節容量 23,000千m3
（有効貯水容量の44％）

ゲート放流事前確保可能容量 6,860千m3
（有効貯水容量の13％）

ゲート敷高E.L 101.0m

計画高水流量

洪水調節方式
一定率一定量

E.L 88.0m 最低水位

1      2      3      4      5     6      7      8     9     10    11    12    月

6/15 洪水期 10/15

洪水調節開始流量 （ 650 m3/s ）

Q＝（q-650）×0.75+650

E.L 88.0m

E.L 75.0m

（半円型ゲート式取水設備 25.0m3/s） 7



河本ダム（高梁川水系）の概要

流域面積 洪水調節容量 ※

（km2） （千ｍ３）

旭川ダム 県 1140.0 23,000

湯原ダム 県 255.0 15,500

河本ダム 県 332.6 5,000

ダム名 管理者

所在地
左岸 岡山県新見市金谷

右岸 岡山県新見市哲多宮河内

河本ダム 県 332.6 5,000

苫田ダム 国 217.4 50,000

※　洪水期洪水調節容量

【ダム貯水位・容量イメージ図】所在地
右岸 岡山県新見市哲多宮河内

河川名 西川（1級）

目的 F.I.P（洪水調節・工業用水・発電）

型式 ＨＧ：中空重力式コンクリートダム

ゲート テンターゲート２門

【河本ダムの特徴】
①当初は、発電目的に建設されたダムであったため、受け持
つ流域に対して、一般的な多目的ダムとしては洪水調節容量
が少ない。
苫田ダムと比較して、流域は1.5倍だが洪水調節容量は1/10。
②洪水調節用のゲートが堤体上部（215.0m）にあるため、水

【ダム貯水位・容量イメージ図】

ゲート テンターゲート２門

流域面積 332.6 km2

総貯水容量 17,350千m3

有効貯水容量 11,100千m3

洪水調節方式 一定率一定量

管理開始 1965（昭和40年）

②洪水調節用のゲートが堤体上部（215.0m）にあるため、水
位が高くならないとゲートによる放流ができない。
（現状では、流入量が増える予測の場合には、事前に発電放
流口から放流し、貯水位を低下させている。）
貯水位が低下し、ゲート敷高に近づくと、ゲートをいくら開
けてもゲートからの放流可能な流量は減少して、流入量に近

適用法規 河川法

利水者 発電・工業用水：企業局

E.L 225.0m 洪水時最高水位

E.L 226.0m 設計洪水位E.L 227.0m

けてもゲートからの放流可能な流量は減少して、流入量に近
づく。

E.L 225.0m

Qmax＝ 625 m3/s

基本高水流量 （ 1,000 m3/s ）

（ 超過確率50年 ）

Q＝（qM-250）×0.5+250 計画高水流量

E.L 225.0m 洪水時最高水位

60.0m

制限水位 E.L 218.0m

ゲート敷高E.L 215.0m

洪水調節容量 5,000千m3
（有効貯水容量の45％）

ゲート放流事前確保可能容量 1,625千m3
（有効貯水容量の15％）

E.L 215.0m

E.L 206.5m

テンターゲート 2門
（Max 1,200m3/s）

発電放流口 （Max 24.0m3/s）

E.L 225.0m

Qmax＝ 625 m3/s

250 m3/s

洪水調節開始流量 （ 250 m3/s ）

Q＝（q-250）×0.5+250

E.L 206.5m 最低水位(発電低水位）

1      2      3      4      5     6      7      8     9     10    11    12    月

6/16 洪水期 10/20

E.L 206.5m 発電放流口 （Max 24.0m3/s）

E.L 192.0m ハウエルバンガーバルブ
φ700×1
（Max 8.0m3/s）
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○平成３０年７月５日昼前から、活発な梅雨前線の影響により、旭川ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。

７月豪雨：旭川ダムの洪水調節・警報活動

○平成３０年７月５日昼前から、活発な梅雨前線の影響により、旭川ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。
○７月６日１７時００分に「毎秒６５０m3以上を放流する」旨の連絡を関係機関に行い、２０時４５分には「２０００m3/sを超える放
流を開始する見込み」である旨を管理事務所から関係機関にＦＡＸにより伝達した。
○県水防本部から報道機関へFAXおよびLアラート により伝達した。
○住民への周知のため、警報所のサイレンの吹鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施している。○住民への周知のため、警報所のサイレンの吹鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施している。
※Lアラート：地方公共団体等が発信する災害関連情報等を集約し、テレビ、ラジオ、携帯電話、インターネット等の多様なメディアを通じて、住民に迅速かつ効率的に

一括配信するための共通基盤のこと。

流域平均雨量（48時間）

計画の
約１．５倍３９０３９０

mmmm 累加259mm超過

２５９
mm

mmmm

旭川ダム
累加259mm超過

最高貯水位 EL.108.87m (7/7 1:45)
異常洪水時防災操作開始水位109.5m

H30.7 計画

前線の影響により、長期降雨
となったため、岡山全域で記
録的な雨量となった。

平常時 洪水貯留時

制限水位EL.103.5m (6/15～) 貯水位 EL.106.74m (7/7 5:46)

21:20 2000m3/s放流開始
20:55 関係機関通知
未実施 警報車(道路冠水のため)

20:47 サイレン

19:50 1500m3/s放流開始
19:00 関係機関通知
19:30 警報車(第2堰堤〜)

18:57 サイレン

18:50 1000m3/s放流開始
18:00 関係機関通知
18:30 警報車(第2堰堤〜)

17:57 サイレン

18:00 650m3/s放流開始
17:00 関係機関通知
17:30 警報車
16:57 サイレン 9



○平成３０年７月５日昼前から、活発な梅雨前線の影響により、河本ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。

７月豪雨：河本ダムの洪水調節・警報活動

○７月６日１６時３０分に「毎秒２５０m3以上を放流する」旨の連絡を関係機関に行い、２２時００分には「２３時００分には異常洪水
時防災操作を開始する見込み」である旨を管理事務所から関係機関にＦＡＸにより伝達した。県水防本部から報道機関へFAX
およびＬアラート により伝達した。２２時３０分には住民への周知のため、警報所のサイレンの吹鳴、警報所及び警報車のスピー
カーによる注意喚起を実施している。
新見市では、２０時４５分には全域に避難指示の発令を伝える告知放送により市民に周知が行われている。
※Lアラート：地方公共団体等が発信する災害関連情報等を集約し、テレビ、ラジオ、携帯電話、インターネット等の多様なメディアを通じて、住民に迅速かつ効率的に

一括配信するための共通基盤のこと。

流域平均雨量（48時間）

計画の
約１．８倍

累加221mm超過

河本ダム

H30.7 計画

２２１
mm

４００４００
mmmm

最高貯水位 EL.225.21m (7/6 23：29)

洪水時最高水位225m

累加221mm超過

H30.7 計画

前線の影響により、⻑期降雨
となったため、岡山全域で記
録的な雨量となった。

平常時 洪水貯留時

貯水位 EL.223.68m (7/7 5:00)制限水位EL.218m (7/1～)

未実施 ただし書き操作
6:00 関係機関通知
7:30 警報車
8:21 サイレン

23：00 ただし書き操作開始
22:00 関係機関通知
22：30 警報車
22：30 サイレン

18:00 250m3/s放流開始
16:15 関係機関通知
16:30 警報車
16:53 サイレン

7/6 7/7

17:30 100m3/s放流開始
15:30 関係機関通知
16:50 警報車
17:23 サイレン 10



一般住民への警報活動

■ダムの放流に関する注意喚起は、看板や警報装置および警報車による巡回により行なっている。■ダムの放流に関する注意喚起は、看板や警報装置および警報車による巡回により行なっている。

警報装置
（サイレン吹鳴）（サイレン吹鳴）

放流注意看板 放流情報電光表示板

警報車
による巡回

11



警報車による巡回経路（各ダムで設定）

■警報車によるダム放流に伴う警報活動は、事前に設定した巡回経路に沿ってアナウンスを放送。■警報車によるダム放流に伴う警報活動は、事前に設定した巡回経路に沿ってアナウンスを放送。

12



放流情報等の通知（マスコミ）

■ダム放流に関する情報は、 FAX送信及び岡山県総合防災情報システムからLアラートによりマスコミへ■ダム放流に関する情報は、 FAX送信及び岡山県総合防災情報システムからLアラートによりマスコミへ
事前通知している。

Ｌアラート配信画面

Ｌアラート：地方公共団体等が発信する災害関連情報等を集約し、テレビ、ラジオ、携帯電話、インターネット
等の多様なメディアを通じて、住民に迅速かつ効率的に一括配信するための共通基盤のこと。 13



放流情報に関する通知状況（関係機関、一般住民）

■ダム放流に関する情報は、事前に関係機関へ通知するとともに、一般住民へ防災メール等を通じて通知■ダム放流に関する情報は、事前に関係機関へ通知するとともに、一般住民へ防災メール等を通じて通知
している。

ダムが放流した時には、
ダム放流情報は、岡山県防災
メールでも情報を通知している。

関係機関に放流情報を通知
する（FAX送信、着信確認）

（登録者へ自動送信）

14



7月豪雨：ダムが事前放流した場合の効果検証

【検証条件】【検証条件】
①対象ダム：旭川ダム、河本ダム
②開始水位：事前放流した場合（ゲート敷高※まで低下）と事前放流しなかった場合（制限水位※ ）
③放 流 量：現実の放流量計算やゲート可動速度による放流の遅れを考慮しない計算値※

④流 入 量：7月豪雨による１時間データ（旭川ダム 60分平均値、河本ダム 10分平均値）④流 入 量：7月豪雨による１時間データ（旭川ダム 60分平均値、河本ダム 10分平均値）

※制限水位 ：この水位以上が洪水調節容量
※ゲート敷高 ：ゲート放流が可能な最低水位
※放流計算値：流入量が100％予測でき、かつ、ゲート放流の遅れが発生しないような放流

・2ダムとも事前放流により貯水容量を確保しても、７月豪雨の場合には2山目の最高貯水
位及び最大放流量への低減効果は見込めない。

検証結果

※放流計算値：流入量が100％予測でき、かつ、ゲート放流の遅れが発生しないような放流

位及び最大放流量への低減効果は見込めない。

【理由】【理由】

事前放流により確保した貯水容量は、３山洪水のうち１山目の洪水で使い切ってしま
い、２山目以降の洪水へは効果を発揮しない。

◆旭川ダム：1山目についても、事前放流による貯水位や放流量の低減効果は見込めない。

◆河本ダム：1山目については、事前放流による放流量の低減効果がある。

（事前放流あり：最大放流250m3/s 事前放流無し：最大放流299m3/s）

15



旭川ダム(旭川水系)の事前放流による効果検証

事前放流して貯水容量を増加させても、1山目から2山目までの間で効果はなくなり、2山目以降の洪水事前放流して貯水容量を増加させても、1山目から2山目までの間で効果はなくなり、2山目以降の洪水
に対しては、最大放流量及び最大貯水位への影響は見込めない。

7月豪雨のような長時間（複数の洪水波形）に及ぶ降雨に対しては、事前放流の効果は小さい。

・1山目の洪水：最大放流量の低減効果は見込まれない。

・2山目以降の洪水：最大放流量の低減効果は見込まれない。

制 限 水 位：103.5m
ゲート敷高：101.0m

洪水（1山目）
洪水（2～3山目）

最大放流量も変わらない

最大放流量も変わらない

事前放流による確保容量を初期の貯留により使い切る。
（水位が低いためゲートからの放流量が少ない） 16



河本ダム（高梁川水系）の事前放流による効果検証
事前放流して貯水容量を増加させても、1山目から2山目までの間で効果はなくなり、2山目以降の洪水
に対しては、最大放流量及び最大貯水位への影響は見込めない。に対しては、最大放流量及び最大貯水位への影響は見込めない。

7月豪雨のような長時間（複数の洪水波形）に及ぶ降雨に対しては、事前放流の効果は小さい。

・1山目の洪水：最大放流量の低減効果あり。（低減流量49m3/s）

・2山目以降の洪水：最大放流量の低減効果は見込まれない。

制 限 水 位：218.0m
ゲート敷高：215.0m

洪水（2～3山目）

洪水（1山目）

最大放流量も変わらない最大放流量も変わらない

最大放流量は低減できる
（49m3/s）
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旭川ダム(旭川水系)の事前放流による効果検証
【開始水位：最低水位（利水容量下限）、初期放流を特例操作（警報活動実施後）により増加】

事前放流して貯水容量を増加させても、1山目から2山目までの間で効果はなくなり、2山目以降の洪水
に対しては、最大放流量への影響は見込めない。

7月豪雨のような長時間（複数の洪水波形）に及ぶ降雨に対しては、事前放流の効果は小さい。

・1山目の洪水：最大放流量の低減効果あり。（低減流量952m3/s）

・2山目以降の洪水：最大放流量の低減効果は見込まれない。

制 限 水 位：103.5m
最 低 水 位： 88.0m

洪水（1山目）
洪水（2～3山目）

最大放流量は低減できる

最大放流量も変わらない

（952m3/s）
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河本ダム（高梁川水系）の事前放流による効果検証
【開始水位：最低水位（利水容量下限）、初期放流を特例操作（警報活動実施後）により増加】

事前放流して貯水容量を増加させても、1山目から2山目までの間で効果はなくなり、2山目以降の洪水
に対しては、最大放流量及び最大貯水位への影響は見込めない。

7月豪雨のような長時間（複数の洪水波形）に及ぶ降雨に対しては、事前放流の効果は小さい。7月豪雨のような長時間（複数の洪水波形）に及ぶ降雨に対しては、事前放流の効果は小さい。

・1山目の洪水：最大放流量の低減効果あり。（低減流量89m3/s）

・2山目以降の洪水：最大放流量の低減効果は見込まれない。

制 限 水 位：218.0m
最 低 水 位：206.5m

洪水（2～3山目）

洪水（1山目）

最大放流量も変わらない

最大放流量は低減できる

最大放流量も変わらない

最大放流量は低減できる

（89m3/s）
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第２回 岡山県「平成30年７月豪雨」災害検証委員会

３ 決壊の通報とその後の措置



決壊の通報とその後の措置
■決壊の通報とその後の措置（高馬川のケース） 高馬川

・県は堤防決壊を倉敷市に派遣の国リエゾンからの情報提供により把握した。

・倉敷市は消防団（水防団）が住民の避難誘導を行っていた。
・備中県民局は決壊を把握した後、状況確認のため現場へ向かったが、

既に浸水範囲が広がり現場に近づけなかった。水位が低下した後、

決壊情報

高馬川
(倉敷市真備町)

既に浸水範囲が広がり現場に近づけなかった。水位が低下した後、

土のうや盛土等による緊急の締切工事を実施。
■課題（高馬川のケース）

・水防管理者である倉敷市から県に堤防決壊の通報がなかった。 7月7日1時34分

倉敷市に派遣の
国リエゾン

・水防管理者である倉敷市から県に堤防決壊の通報がなかった。

・決壊情報の把握に時間を要した。
■今後の対応

・堤防の決壊等が発生したときは、市町村から県へ通報することを徹底
中国地方整備局

7月7日1時34分
国リエゾンが
情報収集

するとともに、市町村等と連携し、迅速な情報収集の方法を検討する。

●決壊の通報（水防管理者（市町村）が県に通報する）

（水防法第２５条）

中国地方整備局

7月7日2時8分
国が県へメール
で情報提供

7月7日5時30分
（水防法第２５条）

堤防その他の施設が決壊し、又はこれに準ずべき事態が発生したときは、
水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、直ちにその旨を関係県民局長、
管轄警察署長、氾濫する方向の隣接水防管理団体及び付近の住民に対して
通報しなければならない。 県水防本部

7月7日5時30分
国リエゾン
(県派遣)が県へ
情報提供

通報しなければならない。

●決壊後の措置（水防管理者（市町村）は被害が拡大しないように努めなければ
ならない ）

（水防法第２６条）

県水防本部

備中県民局

7月7日5時45分
情報提供

（水防法第２６条）
堤防その他の施設が決壊したときにおいても、水防管理者、水防団長、

消防機関の長及び水防協力団体の代表者は、できる限り氾濫による被害が
拡大しないように努めなければならない。

備中県民局



その他の決壊箇所の通報状況（その１）
末政川 真谷川 小田川 尾坂川

決壊情報

(倉敷市真備町) (倉敷市真備町)

決壊情報

(矢掛町)

決壊情報

(笠岡市)

決壊情報

7月8日9時00分
国が河川巡視に
より決壊を確認

7月7日5時52分
国リエゾンが

7月7日0時00分
消防団から町へ
決壊の通報

矢掛町

7月6日23時00分
地元から市へ
決壊の通報

笠岡市

倉敷市に派遣の
国リエゾン

7月8日9時50分
情報提供

国リエゾンが
情報収集

7月7日0時40分
決壊の通報

矢掛町

7月7日7時30分
決壊の通報

笠岡市

中国地方整備局

中国地方整備局

情報提供

7月7日6時30分
国リエゾン
(県派遣)が県へ
情報提供

県水防本部
備中県民局

(井笠地域事務所)
備中県民局

(井笠地域事務所)

7月9日7時44分
情報提供

県水防本部

7月7日7時00分
情報提供

7月7日1時00分
岡山県総合防災
情報システムに
被害報告

7月7日8時00分
岡山県総合防災
情報システムに
被害報告

問題点

備中県民局 備中県民局 県水防本部 県水防本部

問題点問題点 問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・倉敷市から決壊の

通報がなかった。

問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。

問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・倉敷市から決壊の

通報がなかった。



その他の決壊箇所の通報状況（その２）
砂川 高梁川 岩倉川 高屋川旭川

決壊情報

(岡山市東区) (総社市)

決壊情報

(井原市)

決壊情報

(井原市)

決壊情報決壊情報

(岡山市北区)

7月7日3時00分 7月7日6時45分
地元から市へ
決壊の通報

岡山市
総社市

7月7日14時00分
地元から市へ
決壊の通報

井原市

7月7日14時30分
地元から市へ
決壊の通報

井原市岡山市

7月7日5時30分まで
地元から市へ
決壊の通報

7月7日3時00分
消防署から市へ
決壊の通報

7月7日17時30分
決壊の通報

総社市

7月7日21時30分
決壊の通報

井原市

7月7日21時30分
決壊の通報

井原市

7月7日7時00分
決壊の通報

岡山市

道路冠水情報

備中県民局
備前県民局

7月7日10時20分
現地で決壊を確認 備前県民局

7月7日3時00分
地元から
道路冠水の通報

備中県民局
(井笠地域事務所)

備中県民局
(井笠地域事務所)

7月11日18時00分
決壊の通報

7月8日17時00分
決壊の通報

7月8日17時00分
決壊の通報

現地で決壊を確認

7月7日10時56分
決壊の通報

備前県民局

7月7日5時00分
現地で決壊を確認

7月7日5時30分
決壊の通報

問題点

県水防本部

問題点

県水防本部 県水防本部 県水防本部県水防本部 決壊の通報

問題点 問題点問題点 問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・現地確認が優先され水防

本部への連絡が遅れた。

問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・岡山市から決壊の

通報がなかった。

問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・現地確認が優先され水防

本部への連絡が遅れた。

問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・現地確認が優先され水防

本部への連絡が遅れた。

問題点
・決壊情報の把握に

時間を要した。
・現地確認が優先され水防

本部への連絡が遅れた。



第２回 岡山県「平成30年７月豪雨」災害検証委員会

４ 水防災意識社会の再構築



水防災意識社会の再構築

■水防災意識社会の再構築を目指し、「岡山県大規模氾濫減災協議会」を設立（H29.5.22)■水防災意識社会の再構築を目指し、「岡山県大規模氾濫減災協議会」を設立（H29.5.22)

■各機関がそれぞれ又は連携して取り組む「地域の取組方針」を取りまとめ（H30.3.1)

■今後は、進捗状況を共有するとともに、必要に応じて取組方針の見直しを行うなどの

フォローアップを行い、水防災意識を高めていくフォローアップを行い、水防災意識を高めていく

事例：ホットライン(H30.5～)
■仕組み

＜岡山県大規模氾濫減災協議会＞
■構成 国、県、市町村 ■仕組み

（これまでの取組） （ホットライン）
県民局担当者 県民局建設部長

FAX 電話
電話

水
位
情
報
等

■構成 国、県、市町村
■目的 社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社

会」の再構築を目指す 水
位
情
報
等

＜地域の取組方針＞
■概ね５年間（H33年度まで）で実施する主な取組

電話

市町村担当者 市町村長等

■H30.7月豪雨対応での課題

水
位
情
報
等

水
位
情
報
等

機関 ハード対策 ソフト対策

県
・堤防や拡幅等の整備
・堆積土掘削や樹木伐採

・浸水想定区域図の作成

■H30.7月豪雨対応での課題
一部の市（備前市、瀬戸内市）に連絡漏れ

■今後
市町村の意見を踏まえ、さらに効果的な運用を

検討

県 ・堆積土掘削や樹木伐採
・水位計の設置

・ホットラインの構築

市町村
・防災行政無線の改良
・堤内地の排水対策

・ハザードマップ作成
・タイムラインの精度向上

市町村
・堤内地の排水対策 ・タイムラインの精度向上

国 ・県、市町村の支援


